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平成 23 年８月３日 

東京電力株式会社 

放射性滞留水処理システムの概要（第二セシウム吸着装置の追設）について 

 
タービン建屋等に滞留した放射線レベルの高い滞留水の流出防止を目的として、集中廃

棄物処理建屋に移送・貯蔵した滞留水を処理するための設備を設置し、６月 17 日より処理

を開始している。今回、放射性物質処理システムのうち、第二セシウム吸着装置（サリー）

を追設した。 

 
■設備の概要 

集中廃棄物処理建屋に移送された水の油分を分離し、放射線レベルの低減と塩分除去を行うた

め、油分分離装置、放射性物質処理装置、淡水化装置から構成される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

タービン建屋等の水処理施設の構成 

放射性物質処理システム 
・セシウム吸着装置 
（キュリオン社（米））

・除染装置  
（アレバ社（仏）） 

【追加設備】 
・第二ｾｼｳﾑ吸着装置（ｻﾘｰ）

 （東芝、ショー社（米））

廃棄物 既設貯水タンク 

逆浸透膜（RO）

集中ＲＷ 

（1200ｔ／日） 

（1200ｔ／日）

（1200ｔ／日） 

濃縮海水
(720ｔ／日) 

（480ｔ／日） 

仮設タンク 

（淡水） 

 
地下タンク 

（480ｔ／日）

蒸発濃縮※ 

仮設タンク

（濃縮塩水）

※ 8月及び 10月稼働予定

９月稼働予定 

淡水化
装置 

油分分離 
装置 

タービン建屋 

原子炉建屋 
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１．系統概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［水処理装置の運転組み合わせ］ 

 

 

 

 

セシウム吸着装置（KURION） 除染装置（AREVA） 第二セシウム吸着装置（SARRY）

セシウム吸着装置（KURION） 除染装置（AREVA） 

第二セシウム吸着装置（SARRY） 除染装置（AREVA） 

逆の運転モード可能 

逆の運転モード可能 

注）各装置の単独運転も可能 

（セシウム、ヨウ素除去） 

（セシウム、ヨウ素除去） 

（セシウム除去） 

（セシウム除去） 

（セシウム、ヨウ素除去） 

（セシウム、ヨウ素除去） 

（セシウム、ヨウ素除去） 

セシウム吸着装置（KURION） 

（セシウム、ヨウ素除去） （セシウム除去） 

第二セシウム吸着装置（SARRY）
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２．第二セシウム吸着装置（サリー）の概要 

サリーは、従来からあるセシウム吸着装置と同じ、セシウム吸着装置である。吸着塔自体に

鉛遮へいを施したことなどにより従来装置のようなスキッドはなく、装置がシンプルに出来て

いることが特徴である。 

 

 
 

 

  

20～25m３/h/系列×２系列＝40～50m３ 

セシウム除去用ベッセル 

前段は低除染率、後段は高

除染率の吸着剤 

油分等除去用 

ベッセル 

室内に専用の揚重機（油圧式）、移動機を設

置し、使用済ベッセルを取り出して移送 

容器重量＝24 トン 
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＜参考資料＞  

 

福島第一原子力発電所構内　溜まり水の処理設備および貯蔵設備の設置計画図
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プロセス主建屋 

焼却工作建屋 

サイトバンカー建屋 

雑固体廃棄物     

減容処理建屋 

（高温焼却炉建屋）

仮保管施設（増設） 

仮保管施設（既設） 

第二セシウム吸着塔（サリー）（1F）

   

第二セシウム吸着塔（サリー）（1F）


